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円
測
唯
識
学
に
お
け
る

『成
唯
識
論
』
の
資
料
的
問
題

橘

川

智

昭

一

円
測

の
唯
識
学

は
、
道
証
や
太
賢
、
又
敦
煌
地
方
で
は

曇
暖
な
ど
に
継
承
さ
れ
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
慈
恩
系
と
は
異
な
る
学

系
を
形
成

し
た
よ
う
で
あ
る
。
円
測
が
撰
述
し
た

『成
唯
識
論
疏
』
は

現
存
し
な

い
が
、
恵
沼
の

『
了
義
灯
』

の
中
で
引
用
さ
れ
論
破
さ
れ
て

い
る
の
で
、
当
時
慈
恩
系
が
問
題
視
し
た
彼
の

『
成
唯
識
論
』
解
釈
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
存
す
る
著
作
の

一
つ
で
あ
る

『
解
深

密
経
疏
』

を
見
る
と
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
も
の
と
は
異
な
る

『
成

唯
識
論
』

の
引
用
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
取
意
に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
も

の
も
あ

る
。
以
下
は
、
『解
深
密
経
疏
』
分
別
喩
伽
品

で
説

か
れ
る
第
八
地
障

に
対
し
て
註
釈
す
る
部
分
で
あ
る
。

釈
日
。
弁
ご
第
八
地
障
殉
謂
所
知
障
中
倶
生
一
分
令
三
無
相
観
不
二
任
運
起
幻

亦
摂
二
二
愚
殉

一
於
二無
相
一作
二功
用
一愚
。
二
於
レ相
自
在
愚
。
令
下於
二
相

中
一不
中
自
在
上故
。
故
唯
識
云
。

八
於
二無
相
中
一作
二加
行
一障
。
謂
所
知
障

中
倶
生

一
分
令
三
無
相
観

不
二
任

運
起
殉

前

之
五
地
有

相
観
多
無
相
観
少
。

於
二
第

六
地
一
有
相
観
少
無
相
観

多
。

第
七
地
中
純
無
相
観

錐
二
恒
現
行

一
而

有
二
加
行
殉
由
三
無
相
中
有
二
加
行

一故
。

未
レ
能
三
任
運
現
二
相
及
土
殉

乃
至
広

説
。
十
地
論
云
。
於
二
無
相

一有
/
行
障

。

梁

論
云
。

於
二
無
相

一作
二
功

用

一無

明
。
世
親
論
云
。
無
相
作
レ
行
。
成
唯
識

云
。

無
相
中
作
二
加
行

一障
。
皆
摂
二

一
愚
殉
謂
於
二
無
相

一作
一一功

用
一愚
。

准
二
唯
識

錐
レ
挙
二

一
名

一
通
摂
二
二
愚

幻

謂
於
二
無
相

一作
二
功
用

一愚

・
於
レ
相
自
在

愚
。
(
大
日
本
続
蔵
経

右

下
)

こ

こ

で
円

測

は

、
第

八

地

障

は
、

『
十

地

論

』

『
摂

大

乗

論
』

『
成

唯

識

論

』

に
お

い
て

「
於
二
無

相

一作

ご
功

用

一愚

」

と

い
う

意

味

の

一
つ

の
名

称

し

か
説

か

れ

て

い
な

い
が

、

『
成

唯

識

論
』

に
准

ず

れ

ぽ

、

こ
れ

に

「
於

レ
相

自

在

愚
」

を
加

え

て

二

種

類

の
愚

を

摂

す

る

こ

と

を
彼

自

身

の

解

釈

と

し

て
述

べ

て

い

る
。

こ

こ
で

問

題

な

の

は
、

『
成

唯
識

論

』

巻

九

の
原

文

で

は

二
種

の
愚

が

そ

の
名

称

で

既

に
説

か
れ

て

い
る

と

い
う

こ
と

(仏
教
大

)
、

そ

し

て

こ
れ

と

同

じ

問

題

を

取

り

上

げ

る

『
解

深

密

経

疏

』

巻

八

の
方

で

は

、

右

の
例

と

は
異

な

り

『
成

唯

識
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六
三

論
』

の
引
用
の
中
に
二
愚
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(続
蔵

左
上
)。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
円
測

の
扱
う

『
成
唯
識
論
』
は
、
そ

の

資
料
的
統

一
性
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

二

こ
う

し
た
原
文
と
の
相
違
は

『解
深
密
経
疏
』
で
は
少
な
か
ら
ず
存

在
し
、

さ
ら
に

『
了
義
灯
』
が
批
判
す
る
円
測
説
に
関
る
例
も
見
い
だ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
二
つ
ほ
ど
事
例
を
あ
げ
て
検
討
し
た
い
。

①

『
解
深
密
経
』
の
勝
義
諦
相
品
で
は
勝
義
諦
の
不
可
言
説
が
説
か

れ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
円
測
は
、
憤
子
部
と
有
部
と
大
乗
の
不
可

説
思
想
を
解
説
す
る
。
そ
の
内
憤
子
部
説
の
所
で
は
、

如
三積
子
部
立
二
五
法
蔵
相
謂
三
世
無
為
及
不
可
説
法
蔵
。
不
可
説
法
蔵
即
真

俄
也
。
不
可
説
為
二三
世
無
為
及
不
可
説
殉
成
唯
識
論
比
量
破
云
。
汝
説
真

我
不
レ可
レ説
レ為
二是
我
非
我
刃
不
レ可
レ
説
二
為
レ
有
為
ワ
無
。

猶
如
二
空
花
幻

(巻
二
、
続
蔵

左
上
)

と
説
か
れ
る
。

こ
の
憤
子
部
批
判
は
、
現
在
の

『成
唯
識
論
』
で
は
巻

一
の

「与
纏

非
即
非
離
」
の
我
を
批
判
す
る
所
に
出
て
く
る
が
、
そ

の
表
現
は

後
倶
非
我
理
亦
不
然
。
許
五依
レ纏
立
非
四
即
三離
二纏
一応
下
如
ご
瓶
等
一
非
中
実

我
上故
。
文
既
不
苛

―説
宥

為
無
遡

,,雰
護

可
認

嘉

我
弗
螺

,,―趨
御
所

執
実
我
不
レ
成
。

(大
系

)

と

な

っ
て

い

て
右

の
引

用

と

は

全

く

異

な

っ
て

い
る

。

基

の

『
述
記
』
巻

一
末
で
は

波
計
。
非
二常
無
常
殉
不
レ可
レ説
二是
有
為
無
為
一也
。
今
者
論
主
直
以
二我
非

我
一而
為
レ例
也
。
(大
系

と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

『成
唯
識
論
』

の
原
文
の
文
脈
上
沿

っ
た

註
釈
を
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

し
か
し

『
了
義
灯
』
巻
二
本
引
用
の
円
測
説
は
》

且
西
明
云
。
所
汝
説
我
応
不
可
説
是
自
我
非
他
我
。
不
可
説
有
為
無
為
故
。

猶
如
空
華
。
(大
系

)

と
な

っ
て
お
り
、
前
の

『
解
深
密
経
疏
』
中

の

『成
唯
識
論
』

に
沿

っ

た
形
で
あ
る
。
こ
こ
で

は

「是
我
非
我
」
が

「是
自
我
非
二
他

我
一」

に
、
「為
レ有
為
レ
無
」
が

「
有
為
無
為
」
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
違
う
程

度
で
あ
り
、
前
者
を
単
に
語
句
解
釈
し
た
も

の
が
後
者
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
。

②
次
に
、
『解
深
密
経
』
分
別
喩
伽
品
の
、
止
観

の
所
縁

の
差
別
を

述
べ
る
部
分

に
対
す
る

『解
深
密
経
疏
』
の
説
を
あ
げ
た
い
。

こ
こ
で
は
、
無
漏
心
が
影
像
を
変
ず
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が

提
起
さ
れ
、
そ
の
説
明
の
た
め
に
、
『成
唯
識
論
』
巻
九
の
、
無
分
別
智

と
後
得
智

の
見
分
相
分
の
有
無
を
論
ず
る
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

有
義
此
智
二
分
倶
無
。
説
レ無
二所
取
能
取
相
一故
。

有
義
此
智
相
見
倶
有
。
帯
二波
相
一起
名
レ縁
レ彼
故
。
若
無
二彼
相
一名
レ縁
レ彼

者
応
三色
等
智
名
二声
等
智
相
若
無
二見
分
一応
レ
不
能
縁
幻
寧
可
下説
為
中縁
二真

如
一智
加
勿
真
如
性
亦
名
二能
縁
一故
。
応
レ許
三
除
レ此
定
有
二見
分
殉
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六
四

有
義

此
智
見
有
相
無
。

説
二
無
レ
相
取

不
フ
取
レ
相
故
。

錐
レ
有
二
見
分

一而
無
分

別
説
/
非
二
能
取
殉
非
二
取
全
無
殉
錐
/
無
二
相
分

一而
可
レ
説
下
此
帯
二
如

相

一起
卸

不
レ
離
レ
如
故
。
如
下
自
証
分
縁
二
見
分

一時
不
レ
変
而
縁
上
此
亦
応
レ
爾
。
変
而
縁

者
便
非
親
証

刃
如
後
得
智
応
レ
有
二
分
別

一故
。
応
レ
許
二
此
有
レ
見
無
ワ
相
。

(巻

六
、
続
蔵

左
下

下
)

以

上

は

無

分

別

智

に
関

す

る

部

分

ま

で

を

抜

き

出

し

た

も

の
だ

が

、

こ

こ

で

は

相

見

倶

無

・
相

見

倶
有

・
見
有

相

無

の
三

つ

の
有

義
説

が

説

か

れ

て

い
る

。

こ

こ

で
取

り

上
げ

た

い

の

は
、

二
番

目

の
相

見

倶

有

説

の
最

後

の
部

分

の

「
応

レ
許

三
除

レ
此

定
有

二
見

分

一」

が
、

『
成

唯

識

論

』

の
原

文

で

は

「
応

レ
許

三
此

定

有

二
見

分

一」

に

な

っ
て

い
る

こ
と

で

あ

る

(
大
系

O
た
だ
法
成
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
原
文
と

一
致
す
る

(北
京
版

)。

だ
が

「除
レ
此
」
と
い
う
か
な
り
表
現
は
か
な
り
意
味
を
有
す

る
も

の
で
あ
る
た
め
こ
こ
は
漢
文
資
料
に
従

い
問
題
点
と
し
た
い
。

で
は

「除
レ
此
」
と

「此
」

の
相
違
と
円
測
説

・
慈
思
説

と

の
関
係

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

今
は
特

に
見
分
相
分
の
問
題
を
扱

っ
て
お
り
、
又
無
分
別
智
は
真
見

道

で
唯
識
性
を
証
す
る
も
の
で
あ

る

か
ら

(『成
唯
識
論
』
巻
九
、
大
系

)
、
唯
識
性
、
唯
識
真
如
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

唯
識
真

如
は

『
成
唯
識
論
』
巻
八
に

七
真
如
者
…
…
三
唯
識
真
如
。
謂
染
浄
法
唯
識
実
性
。
…
…
此
七
実
性
円
成

実
摂
。
根
本
後
得
二
智
境
故
。
随
レ相
摂
者
…
…
余
四

(含
唯
識
真
如
)
皆

是
円
成
実
摂
。
(大
系

)

と
あ
り
、
円
測
は

『
成
唯
識
論
』

の
唯
識
真
如
に
唯
識
性
と
観
智
と
の

二
義
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

若
依
二仏
地
論
等
一唯
識
之
性
名
二唯
識
性
殉
若
依
二
成
唯
識
論
一
有
ご
其
二
義
相

一
同
ご仏
地
幻
更
有
二
一
釈
幻
於
二
一
切
行
一唯
識
観
智
。
故
唯
識
云
。
随
レ相

説
者
円
成
実
摂
。
(巻
六
、
続
蔵

左
下

右
下
)

し
か
し
円
測
の
観
智
説
は
、
『
了
義
灯
』
巻
六
末
に
お
い
て
次

の
様

に
批
判
さ
れ
る
。

本
疏
云
。
見
二識
真
如
一便
能
知
レ此
。
意
説
二所
観
如
殉
要
集
云
。
有
釈

(円

測
釈
)
云
。
三
蔵
解
云
。
或
用
ご
観
智
一名
為
ご真
如
幻
不
レ爾
便
与
二後
文
一相

違
。
染
浄
唯
識
応
レ通
三
性
幻
此
意
若
説
二所
観
如
一遍
二
三
性
一故
応
レ通
一二
ご

性
刃
今
謂
本
釈
為
レ正
。
…
…
就
二所
観
性
一即
唯
成
実
。
約
二詮
顕
一
可
レ通
二

三
性
殉
論
云
二随
相
一不
レ障
レ通
レ余
。
(大

)

恵
沼
は
ま
ず
、
『述
起
』
の

「見
二
識
真
如
一便
能
知
二此
染
浄

心
等

一」

(大

)
に
よ
り
唯
識
真
如
を
所
観

の
染
浄
心
等

の
如
と
解
釈

し
、
こ
れ
に
対
し
て

『要
集
』
引
用
の
円
測
説
が
能
観
の
智
と
理
解
し

て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
批
判
す
る
。
彼
は
最
後
に
、
こ
れ
は
所
観
の
性

に
つ
い
て
円
成
実
性
で
あ
り
、
そ
し
て
右

の

『
成
唯
識
論
』
中
の

「
随

相
」
に
つ
い
て
、
詮
顕
の
相
に
随
え
ば
三
性

に
通
じ
る
こ
と
を
障
ら
な

い
と
解
釈
し
て
い
る
。

円
測
の
観
智
説
は
、
所
観
が
三
性
に
遍
ず

る
点
が

「染
浄
唯
識
応
レ
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六
五

通
二
三
性

一」
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
円
成
実
性
な
る
唯
識
真
如
は

所
観
で
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
解
釈
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
前
述
の
通

り
彼
は
唯
識
真
如
を
唯
識
性
と
観
智
と
の
二
義
に
よ

っ
て
解
し
た
が
、

そ
れ
を
染
浄
唯
識
と
は
し
て
い
な
い
様
で
あ
る
。

と
も

か
く
以
上
か
ら
、
恵
沼
説
で
は
唯
識
真
如
は
三
性
に
通
じ
る
詮

顕
相
を
さ
ま
た
げ
な
い
と
し
、
円
測
説
で
は
唯
識
真
如
に
お
け
る
円
成

実
性
の
相
を
説
く
こ
と
が
違
う
点
だ
と
わ
か
る
。
よ

っ
て
彼
ら
の
説
の

相
違
は
性
相
関
係
の
捉
え
方
に
よ
る
様
で
あ
る
。

三
つ
の
有
義
説
の
内
三
番
目

の
見
有
相
無
説

は
、
『解
深
密
経
疏
』

で
護
法
説
だ
と
さ
れ
て

い
る

(続
蔵

右
上
)
。
又

『
述
記
』
で

も
、
『成
唯
識
論
』
中
の
複
数

の
有
義
説

は
、
護
法
の
釈
に
す
で
に
あ

で
た
も

の
や
理
教
広
く
説
か
れ
る
場
合
な
ど
は
後
説
が
正
説
で
あ
る
と

い
い

(
大
系

、
こ
れ
が
護
法
正
義
で
あ
る
こ
と
は

ま
ず

事
実

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
説
は

「
無
レ相
取
不
レ
取
レ相
」
を
根
拠

と
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
『述
記
』
『
枢
要
』
『演
秘
』
で
は
、
『喩
伽
論
』
巻

七
三
の
無
相
取
の
難
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に

『
枢
要
』
は
、
相
見
倶

有
の
側

か
ら
疑
問
を
な
げ
か
け
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
。
慈
恩
系
で

は
見
有
相
無
説
が
護
法
説
だ
と
知
り
つ
つ
相
見
倶
有
的
な
見
解
を
い
だ

い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し

『解
深
密
経
』
疏
が
引
用
す
る

「除
レ
此
定
有
二
見

分
一」
と

す
る
方

は
、
真
如
の
問
題
を
除
い
て
見
分
が
あ
る
と
解

釈
さ

れ
、
「寧

可
下
説
為
中縁
二
真
如

一智
加
勿
真
如
性
亦
名
二能
縁

一故
。
応
レ
許
三
除
レ
此

定
有
二見
分

一」
を
こ
の
第
二
説
に
挿
入
さ
れ
た
批
判
の
文
と
し
て
読
ま

ざ
る
を
え
な
い
。
円
測
は
、
相
の
円
成
実
性
な
る
こ
と
か
ら
、
唯
識
真

如
を
所
観
で
な
く
能
観
の
智
と
解
し
た
が
、

こ
れ
は
相
が
現
じ
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
円
測
説
は
相
見
倶
有

へ
の
批
判
及
び
見
有
相
無

説
と
特
に
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
唯
識
真
如
を
め
ぐ
る
問
題

点
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
、
詳
細
な
検
討
は
別

の
機
会
に
行

い
た
い
。

以
上
、
円
測
の

『解
深
密
経
疏
』
に
引
用
さ
れ
る

『
成
唯
識
論
』
に

原
文
と
異
な
る
字
句
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
が
慈
恩
系
思
想
と
の
相
違

に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
二
三
の
例
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。

原
文
と
異
な
る
理
由
と
し
て
は
、
円
測
自
身

の
不
注
意
あ
る
い
は
意
図

的
な
訂
正
、
何
ら
か
の
資
料
か
ら
の
孫
引
き
等
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る

が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
仮
に
現
在
の
も
の
と
異
な
る

『
成
唯
識
論
』
を

円
測
が
用
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
基
の
意
見

に
従

っ
て
糠
訳
さ
れ
た
と

い
う

『成
唯
識
論
』
の
成
立
問
題
に
も
関
係

し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
円
測
、
解
深
密
経
疏
、
成
唯
識
論

(東
洋
大
学
大
学
院
)
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